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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)への対策の見直しについて

昨日 (2月1 6日）、 首相官邸において、 安倍総理大臣出席のもとに、 新型コロナ

ウイルス感染症専門家会議が開催され、感染経路を追えない複数の事例が確認された
ことから、 感染の段階が国内感染の早期に進んだとの認識で一致しました。

今後は、 流行地の渡航者・接触者に対する警戒を継続しつつ、 国内にウイルスが侵
入することを水際でくい止める対策から、肺炎発症者のサーベイランスにより重症化
や死亡例を出さない対策に重点を置くなど、国内各地に患者が発生することを前提と
した対応に舵がきられました。

同会議で報告された現時点の患者像については以下であります。 受診前に帰国者・
接触者相談センターヘの相談を案内する対応に変更はありませんが、いずれにしても
各医療機関においても事前に察知できない感染者の来院を想定した対応が求められ
ます。

．感染経路は飛沫感染・接触感染
・一 部の患者に強い感染力を持つ可能性がある

・無症状病 原体保有者がいる

・無症状～軽症の人が多い
•発熱や呼吸器症状が1週間前後持続することが多く、強いだるさ（倦怠感）を訴え

る人が多い

・高齢者・基礎疾患保有者は重篤になる可能性が高い
・対症療法が中心で、 特別な治療法はない
また、国からは 本日付けで別添のとおり同感染症についての相談・受診の目安が示

されたところです。
したがいまして、 本会として、現時点で 医療機関が講じるべき対応について、 下記

のとおりとりまとめましたので、貴会におかれましても、本件についてご了知のうえ、
貴会 会員に対する周知方ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。

記

1.日本医師会ホ ー ムページに掲載する「新型インフルエンザ等発生時の診療継続計
画作りの手引き」(2013年8月31日）などを参照の上、可能な限りの院内感染対策

を講じ、 同感染症以外の患者はもちろん、 医療機関スタッフヘの感染防止に努める

とともに、 国内における感染拡大を想定し、 診療継続計画を再確認、 見直すこと。

2.今後、PCR検査の対象は、原因不明の肺炎で重症化が疑われる事例が主体となる。

特に、 ①高齢者、 ②糖尿病・心不全・透析等基礎疾患がある、 ③免疫抑制剤や抗が
ん剤等を用いている、 ④妊婦、 等ハイリスクと考えられる者への対応には注意し、

該当事例については、 速やかに帰国者・接触者相談センターに相談すること。
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